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有機 JAS 規格別表 1 適合資材証明書 （製品名：  NF バイオ RC  ）

当社の本製品は、以下のとおり製造されたものであり、有機農産物の日本農林規格別表１に該当する資

材であることを証明します。

1. 組換えＤＮＡ技術を用いて製造した微生物は使用していません。

2. 本製品を製造する工程で、化学的な工程を経ていません。

3. 微生物の培養後に、使用禁止資材を添加・混合した微生物資材は使用していません。

4. 微生物の培養のための培地に、使用禁止資材を使用している場合は、使用した培地が本資材に殆ど残ら

ないことを確認しています。
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《製造工程図》 本製品の形状  □塊状  □液状  □粉状  ☑粒・ペレット状  □その他（           ）

                          ↑必ず選択（☑チェック）してください。

  NF 菌               ろ過の残留物

                     ⇑
糖 蜜 ⇒ 培養（約 2 か月）  ⇒ 培養液ろ過 ⇒ 液体（NF バイオ RC）

       [攪拌混合の後静置]

  水

原材料名 該当する別表１の資材名 規格適合の具体的確認方法・補足説明

NF 菌 その他の肥料及び土壌改良資材 自社製品（純粋培養の乳酸菌）

糖 蜜 製糖産業の副産物 購入先から書面（添付）を入手して確認

水 － －

※外部から入手している原材料について、証明書など書面で規格適合を確認しているものは、その書
面を添付しています。
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微生物の培養の培地として使用禁止資材（化学合成物質など）を

使用していても、培養後に培地の成分が殆ど残らない場合は、使

用禁止資材の使用は問題となりません。メーカーは、項目４の確認

が必要となります。


